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立
教
ゼ
カ
月
る
可
U
弓
大
学
一

a
 

貪

第
四
期
生
募
集
因
因
は
羞
出
臼
一

澤

10
月
25
日
（
月
）
0
時
10分
s
0時
30分

一

N
H
K
総
合
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
2
0
m
i
n」
-

現
況

-
Cで
の
学
び
を
生
か
し
て
地
域
貢

一
が

一
誇
に
な
り
修
了
報
告
書
（
本
一

涼納

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
一
献
活
動
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
一
科
）
や
論
文
（
専
攻
科
）
の
作
成
に
一

（
以
下

R
S
S
C
)
は、

08年
4
月

一

一

励

ん

で

い

ま
す
。ま
た
、
謀
外
活
動

一

期

前

の
シ
―

科
目
と
諜
外
活
動

―

と

し

て

は

、

全

貝

が

学

校

行

事

の

一

に
日
本
で
初
め
て

50歳
以
上

ニ
ア
向
け
の
「
学
び
直
し
」
と
「
再
一
今
年
度
の
開
餞
科
目
は
、
エ
イ
一
委
貝
と
な
り
、
自
主
的
な
運
営
を
一
わ
り
、
何
を
学
ぴ
た
い
か
等
を

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
一
ジ
ン
グ
社
会
の
教
養
科
目
群

13
一
行
い
ま
す
。
更
に

09年
4
月
に
は

‘
-
2
5
0
0
字
程
度
で
ま
と
め
ま

的
レ
し
た
本
格
的
な
生
涯
学
習
の
一
科
目
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
デ
ザ
イ
ン
一
受
講
生
と
作
了
生
の
社
会
と
の
関
一
す
。
面
接
試
験
は
、
応
募
者
全
貝

場
と
し
て
開
骰
さ
れ
、
お
蔭
様
で
一
と
ピ
ジ
ネ
ス
科
目
群

15科
目
、
セ
一
わ
り
合
い
を
支
援
す
る
「

R
S
S
一
が

一
人
15分
程
度
、

2
名
一
組
の

顧
閃
に

3
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
一
カ
ン
ド
入
テ
ー
ジ
設
計
科
目
群

1
2
-
C
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
骰
立
一
教
貝
と
質
疑
を
行
い
ま
す
。
エ
ッ

て
い
ま
す
。

R
S
S
C
は
社
会
的
i

科
目
の
合
計

40科
目
。
受
講
生
の
一
さ
れ
、
現
在

13
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
セ
イ
と
面
接
を
総
合
し
て
合
否

に
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
新
聞
・
―
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
年
々
科
目
の
一
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
を
判
定
し
ま
す
。

雑
註

T
V等
で

40件
を
超
え
て
i

増
数
や
組
み
換
え
が
行
わ
れ
て
い
一
同
時
に
、
親
睦
団
体
の
「

R
S
S
c
ー
な
お
、

11年
度
の
募
集
要
項
は

紹

介

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

ま

す

。

一

同

窓

会

」

も

発

足

し

ま

し

た

0

:
 

10
月
下
旬
に
新
聞

・ホ
ー
ム
ペ
ー

一
ジ
等
で
発
表
し
ま
す
の
で
ご
覧
下

ま
た
、
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ

―

現
在
の
受
揖
生
数
は
本
科

9
1
-

名
（
男
性
50名
・
女
性
41
名
）
、
専
一
ム
（
学
部
学
生
向
け
の
教
養
科
目

-
11
年
度
の
試
験
概
要

一
さ
い
。

攻
科

63名
（
男
性

31名
・
女
性

32
一
群
）
は

1
5
3科
目
が
開
放
さ
れ
、
一
募
集
は

12
月
上
旬
ー

1
月
中
一

名
）
、
合
計
1
5
4名
の
意
気
軒
品
一
前
期
2
科
目
・
後
期
2
科
目
が
履
一
旬
、
試
験
は

1
月
下
旬
に
行
わ

一
校
友
の
皆
さ
ま
へ

な
男
女
が
、
学
ぴ
の
情
熱
尽
き
る

一
作
可
能
で
、
学
部
学
生
と
共
に
学

一
れ
ま
す
。
ま
ず
履
歴
書
・
エ
ッ
セ

一

本
学
校
友
の
本
科
受
講
生
数

こ
と
な
く
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
一
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
も
魅
力
的
で
一
イ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
は
例
年
比
較
的
少
な
く
、

10
年
度

猛

歌

し

て

い

ま

す

。

既

に

第

一

期

一

す

。

一

エ

ッ

セ

イ

は

「

志

望

理

由

」

を

テ

ー

一

は

8
名
（
男
性
5
名

女

性

3
名）

マ
こ
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
一
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
校
友
の
受

ゼ
ミ
―

生

93名
、
第
二
期
生

6
名
が
修
了
一
受
講
生
全
貝
が
参
加
す
る

（
卒
業
）
し
、
多
く
の
方
が

R
S
S
一
ナ
ー
ル
は
、
本
科
生
と
専
攻
科
生
一
で
き
た
か
、
家
族
や
社
会
と
の
関
一
講
生
は
、
委
員
会
活
動
や
サ
ポ
ー

受講生アンケート結果
09年12月の受講生アンケート謂査では

次のような結果を得ています。

入学して良かった .. ・ • ・ ・96% 
・充実した学生生活 .. ・ ・ ・ ・91% 

・教授陣に満足・・ ・・ ・ ・ ・ ・76% 

・授業の内容に満足 .. ・ ・ ・ ・67% 

• 国設 ・設偏に酒足 ・・・• ・ ・92% 
・事務室対応に満足 ・・ ・・ ・ ・84% 
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—
卜
七
ン
タ
ー

、

同
窓
会
ぢ
に
リ
ー

一

ー
ダ
ー
シ
ノ
プ
を
C
濱
し
、
門
囲
の
―

-

一
受
汲
生
か
ら
も

7
変
伝
頼
さ

L

-
8
 

ー
て
い
ま
す
C

-

R
S
S
Cは
、
立
教
大
学
ら
し

一

ー
い
独
創
的
な
社
会
貢
猷
C
―
つ
と
一

一

毎

"
h
;．
て
お
り
、
校
友
の
だ
u
-

,`• 
ー
ま
力

R
S
S
C
で
ご
活
躍
さ
れ
る
-

こ
と
は
オ
布
に
店
義
•
い
い
も
の
が
一

ー
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
応

一

寡
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
C

-

(
R
S
S
c
運
宮
委
且
坪
野
谷

一

雅
之

(40経
）
っ
3

)

-

●
問
合
せ
先

—

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
m

務
空
匡

O
3
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